
平成2９年度第２回香南市まち･ひと･しごと創生総合戦略策定委員会

○ 平成29年度の取り組み状況 ・・・・ 資料１

○ 平成29年度の進捗状況シート ・・・ 資料２

平成30年２月16日開催

資料１

資料２



住宅分野

平成29年度香南市 まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況

H29年度取り組み状況の概要

【足腰を強め、「地力」を高める】
（１）農業の振興
①農業生産基盤の充実
②治水・利水整備の促進
③担い手対策の促進
④農産物ブランド化の推進と加工品の開発
⑤消費者の安全安心志向への対応
⑥中山間農地の保全と活用の促進
（２）林業の振興
①森林の多面的な利活用の促進
②森林の活用（木質バイオマス利用促進）
（３）水産業の振興
①漁港の改修・整備等の推進
②漁業経営の基盤強化
③漁場の保全
④観光漁業の推進
⑤水産加工品流通販売の推進
（４）農業・水産業における加工・流通・販売
体制の強化
①地産地消の推進
②加工・流通・販売などの体制を強化
【新たな産業づくりに挑戦する】
（１）商工業の振興
①企業誘致の促進
②既存企業の育成・支援
③魅力ある商業地・商店街づくり
④空き店舗の活用

⑤新規企業の育成支援
（２）６次産業化による新産業の創出
①魅力ある新商品の開発
（３）観光のまちの育成
①観光・交流の拠点の場づくりと市民参加
②情報発信手段の効果的な活用
③地域に親しむ観光の促進
④活性化に向けたあらゆる産業との連携強化
【分野を超えた産業間の連携を強化する】
（１）６次産業化による地産地商の徹底
①地産地商の拠点（直売所）の機能拡充
②地域内での創意工夫によるｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽの
支援
（２）観光拠点形成とネットワーク構築
①資源の再発見（価値化・付加価値化）
②観光・交流の場づくり（地域住民参加）
③観光旅行会社（企画）とのタイアップによる複
数観光ルートの構築
④物部川流域３市での観光振興
（３）産業人材の育成・確保
①雇用支援、企業支援のための情報発信、情
報入手の場（拠点）の整備

【移住・定住促進のためのしくみづくり】
① ｢香南市を知って、好きになってもらう｣魅力、多様な情報の発信
②若年層の交流・情報交換やイベント開催
③産官学連携、人材育成による暮らしと産業が調和した自立地域への支援
④移住促進

【人生をトータルでサポートする体制づくり】
①ライフステージに応じた切れ目ない支援
②若者の出会いの場づくり
【子ども、子育て支援・環境の充実支援】
①子育てを支える地域の育成
②子育て施策の充実
③多様な保育事業・放課後児童クラブの拡充

【協働のまちづくり推進】
①住民組織との情報交換
②地域活動の支援体制強化
【災害に強いまちづくり】
①耐震化の促進、災害時備蓄品整備の充実
②自主防災組織の設立・活性化
③災害時における地域の支え合いづくり
④消防・防災対策の強化

【交流人口拡大】
①集落活動センター（小さな拠点整備）
②地域団体の活動促進、支援充実
③歴史・食・体験等による交流人口の拡大
【大学との連携】
①大学との連携

(*1) 行政が主導となり進める振興計画

(*2) 市民や地域、団体、企業等が主体となり進める地域活性化策

情報収集 意見交換

(*3) 計画の進捗状況の検証や評価、新たな取り組みなど、産業振興計画を着実に

推進できる体制の整備

(*4) 分野別部会の部会員と策定委員会の委員が一堂に会し、意見交換する合同会議

◆各班からの取り組み提案内容事業 （抜粋）

・香南ライフまるごと体験パック （お試し住宅で生活を体験してもらう）

・香南チョイス事業 （ＩＵﾀｰﾝ者に移住に要する経費を限度内でiいくつでも補助）

・子育て支援センターでの病後時保育の充実

・給食費や保育園、幼稚園の第２子・第３子を無料化

・移住者への発信方法の見直し

・地域おこし協力隊（保育士版）雇用や保育士奨学金の実施

【基本目標１】 魅力あふれる産業を振興し、安定した雇用を創出する

【基本目標２】 新しい人の流れをつくる

【基本目標３】 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

【基本目標４】 時代に合った地域をつくり、地域の連携により安心なくらしをまもる

H30年度の取り組みについて

★産業振興計画推進分野別部会による取り組みを継続
・部会が機能しはじめたことにより、実質的な議論の展開が図られ
ている。また、部会は当事者として意見を出し合い、策定委員会と
連動を継続して図っている。これら取り組みを継続して実施。

★分野別部会の部会員および策定委員による合同会議を継続
・平成29年度に第1回合同会議を開催し、他の分野の部会員と意
見交換が行え、分野を超えたつながりを持つことができた。これら
取り組みを継続して実施。

★新たな事業等への取り組み （予定）
＊農業大学校就学助成事業 （移住連携）
＊実践型研修ハウス整備事業
＊園芸用ハウス整備事業 （拡充）
＊吉川漁港海岸堤防耐震調査事業
＊街バルイベントの実施
＊外国人観光客向けPR動画（試作品）作成
＊産業人材育成事業 （拡充） （移住連携）

★新たに分野別部会を設置
・人生支援計画を着実に推進できる体制の強化として、人生の各
世代 （幼年就学期部会・成年熟年期部会・高齢期部会）ごとに部
会を設置し、その部会ごとに世代に応じた施策の検討を行う。

★人口減少問題を考える会
・平成27年度から人口減少問題を考える会で行ってきた施策の検
討は、上記の新たな分野別部会において検討を行い、人口減少
問題を考える会での新たな取り組みを検討する。

★新たな事業等への取り組み （予定）
◎香南市ウエルカム移住・定住促進事業 （拡充）
・香南市空き家改修事業費等補助金 （拡充）
・移住・定住引っ越し支援事業補助金
・こうなんワーキングホリデー補助金
・移住者アンケートの実施
＊地区別懇談会（地域主催分）の開催 （拡充）
＊地域おこし協力隊員募集 （拡充）
＊保育園、幼稚園の第２子保育料無料化 （拡充）

産業振興と雇用の創出で人口増 へ

人の流れをつくり、若い世代の

希望をかなえることで人口増 へ

地方創生推進交付金関連事業H29年度具体的施策

産業成長戦略 (*1) 地
域
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人口減少問題を考える会 (*5)の開催 （３回）

産業振興計画推進分野別部会 (*3) の開催（H27.10.30設置）

(*2)

各課職員20～40代の子育て世代や未婚の者を中心に編

成。さらに保護者と大学生のメンバーを追加し、４つ

の班に分かれ、テーマを決めて、人口増加施策や人口

減少を食い止める施策の検討を行った。

香
南
市
産
業
振
興
計
画

香
南
市
人
生
支
援
計
画

★新たな事業への取り組み
＊避難誘導標識整備事業
＊自主防災組織への資機材整備補助金（拡充）

資料１

観光部会
(ｻｲｸﾘﾝｸﾞ専門委員会)

水産業部会

工業部会

合同部会(*4)
の開催（8/25）

林業部会

商業部会

農業部会

ﾃｰﾏ １班
子どもの教育をメインに

ﾃｰﾏ ２班
子育て施策を目玉に

ﾃｰﾏ ３班
親も子どもも喜ぶ取り組み

ﾃｰﾏ ４班
移住者の起業支援と子育て

（*5）H27年度から設置

★人生支援計画や産業振興計画の施策との連携による、効果的
な事業展開を企画する総合戦略企画会議を開催（7/11）

★れんけいこうち広域都市圏を形成し、高知市と連携して事業に取

り組み、香南市の活性化を図る。
★総合戦略企画会議を継続して開催し、社会増実現のための施策
や方向性について検討する。
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農産物ブラン

メラルドメロ

強化を図ると

。ニラについ

に、流通・販

き続き、関係

んバター」の

消費者の安全

年度以降も、

中山間農地の

山間地域等直

猟免許試験や

成 30 年

担い手対策の

新規就農者の

園芸用ハウス

     

 基

数 

ウトカム等）】

成 29 年度新規就

題と今後

農業大学校の

き新規就農者

振興 

盤の充実 

が優先とな

う。今年度は

、採択後は

整備の促進 

協議調整を

の促進 

ハウスを 1

の振興を図

事業の専業

などでの補

3件の就農相

、農業後継

の周知と取

指導を続け

成できてい

普及促進事

ていく。 

ンド化の推進

ロンについ

とともに、ブ

いても、高温

販売上の対

係機関と連

の生産体制

全安心志向へ

、耕作放棄

の保全と活用

直接支払事

や補助金・

年度の新

の促進として

の確保および

スの整備事業

      

基準値（Ｈ2

７人/年 

）】   新規

就農者集計表（平

今後の取

の学費の助成

者が増えるよ

なり、計画ど

は、別事業の

はスムーズに

を行いながら

件申請予定

図る。 

業農家育成区

補助制度の周

相談があった

継者への補助

取り組みを継

けていく。 

いるが、給付

事業は、本年

進と加工品の

いては、引き

、ブランド力

温対策技術の

対策を実施し

連携し取り組

制の整備を図

への対応 

棄地を利用し

用の促進 

事業による新

・報償金等の

新たな取

て、農業大

び育成を図

事業の補助率

     

6） 

 

新規農業者数

平成 28 年 4 月 1

取組 

成や、実践型

よう就農支援

どおりの予算

の農地耕作条

に事業実施さ

ら、要望箇所

定（合計 20,

区分で 3月か

周知を継続し

たが、受講

助と育成を図

継続していく

付終了後、農

年度が補助金

の開発 

き続き、増収

力の強化、有

の確立や雇

し、ともに販

組みを進めて

図る。 

し学校給食米

新規協定の増

の案内を広報

取組 

学の学費の

る実践型研

率をアップ（補

      

実績値/目

実績値 

目標値 

数  H29 年

1 日～平成 29 年

型研修ハウス

援や補助制度

算割り当てが

作条件改善事

されるよう地

所の早期竣工

,661 ㎡）で

から 1 名研修

し、新規就農

講には至らな

図る。 

く。また、技術

農地の管理が

金最終年度と

収、高品質生

有利販売につ

雇用労力確保

販売額を延ば

ていく。また

米の栽培を拡

増加に向け、

報等で周知し

の助成を行う

研修ハウス整

補助率 1/6→ 

     

目標値（Ｈ2

７人/

１２人

年 12 月末 7

年 3 月 31 日に就

スの整備を行

度の充実を図

が厳しい状況

事業で未採択

地元調整を進

工に向け計画

である。来年

修開始予定。

農者の確保と

なかった。引

術面で不安定

ができていな

となっている

生産向上対策

つながる、知

保、規模拡大

ばしていく。

た、開発済み

拡大する。 

、地区説明会

し、より一層

う、農業大学

整備事業を実

→1/3）し、施

      

29） 

/年 

人/年 

7 人／年 (

就農した者） 高

行い、担い手

図る。 

況であるが、

択であった頭

進める。 

画的に進めて

年度は、補助

。申請者は合

と育成を図る

引き続き、広

定な者もい

ない者がいる

るが、次年度

策、生産コス

知名度・販売

大など生産上

。 

み商品の PR

 

会を実施する

層の有害鳥獣

学校就学助成

実施し、3棟

施設園芸農業

     

Ｈ31 年度

１５

U ﾀｰﾝ 4 人、

高知県中央東農

手対策の促進

、引き続き、

頭首工の整備

ていく。 

助率をアップ

合計 4 人とな

る。 

広報などでの

るため、振興

るので指導を

度も残しても

スト低減技術

売力の向上対

上の対策を実

方法の検討

る。 

獣対策の周知

成事業を実施

棟のハウスを

業の一層の振

 資料 2

度末の目標 

５人/年 

、I ﾀｰﾝ 3 人)

農業振興ｾﾝﾀｰ調べ

進に努める

、県などに要

備が採択され

プし、施設園

なっている。

の補助制度の

興センター・

を行う。 

もらうよう県

術により生産

対策を実施す

実施するとと

討と「山北み

知を行う。 
施。 

を建設する。

の振興を図る

2－1 

 

) 

べ 

る。

要

れ

園

。

の

・

県

産

す

と

み

 
。 

る。 



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標１：

本的方向：

概要 

目的 

○林

出

１．取
 

（２）林業
 

 森林境界

が、高知県
 

①森林の多

●林道道路

●緊急間伐

となって

 ○切捨間

 ○保育・

 ○作業道

 ○人工造

 

●森林整備

年度内の

 ○森林経

 ○施業集

 ○条件整

 

●森林・山

備、地域

 

●林地台帳

提供およ

 

●水源の森

 ○搬出間

 

●森林整備

 導入予定

 ○タワー

 ○脱着式

 

 

 

②森林の活

●農業ハウ

 木質バイ

導入状況

・ひと・しご

： 魅力あふ

： （１）足

林業の分野で

出を図ります

取組状

業の振興 

界明確化事業

県等関係機関

多面的な利活

路側溝整備事

伐総合支援事

ており、規模

間伐   （

・搬出間伐（

道整備  （

造林   （

備地域活動支

の事業採択が

経営計画 （

集約化計画（

整備   （

山村多面的機

域の活性化を

帳整備事業は

よび地図の公

森整備事業を

間伐（計画 5

備推進事業（

定のため現段

ーヤーダ  

式コンテナ 

活用（木質バ

ウス用ペレッ

イオマス利用

況及びペレッ

ごと創生総合

ふれる産業

足腰を強め

では、生産性向

す。 

状況（Ｈ

業（団地化及

関との調整に

活用の促進 

事業（4事業

事業を実施。

模は縮小とな

（計画 10ha）

（計画 30ha）

（計画 3,600

（計画 3ha）、

支援事業の、

が難しく本年

（計画 100ha

（計画 5ha）

（計画 作業

機能発揮対策

を目指した取

は整備完了。

公表が可能と

を実施。計画

5ha） 香我

（高性能林業

段階ではまだ

【未実施】

【完了】 

バイオマス利

ットボイラー

用促進事業に

ット需用状況

総合戦略の進

業を振興し、

め「地力」を

向上と森林の

Ｈ29 年

及び境界明確

において、翌

 

業）を実施。

。ほぼ目標ど

なっている。

）  夜須町

）  香我美

0m） 香我美

）、被害防護ﾈ

、森林経営計

年度は未実施

a） 香我美

）  香我美

業道の改良 5

策事業は、「

取り組みをに

。森林整備に

となる。 

画以上の実施

我美町撫川 

業機械導入）

だ未実施であ

】 

 

利用促進） 

ー数は、現状

については、

況とバイオマ

進捗状況シー

し、安定した

を高める 

の保全・活用

年度） 

確化）は、

翌年度以降の

。全て完了済

どおり実施し

。 

町羽尾・沢

美町撫川・

美町撫川・

ﾈｯﾄ（1,000

計画は実施中

施。 
美町舞川  

美町奥西川 

5ha) 香我

「森と緑の会

に生かされて

に必要な基礎

施ができてい

【19ha 実施

）を実施。タ

あるが、脱着

 

状 2 基を継続

、6月末に全

マス発電の稼

シート   

た雇用を創出

 

用に加えて、

      

、夜須町仲木

の事業実施に

済。 

しているが、

沢谷    

・舞川（団地

・舞川   

0m） 香我美

中だが、その

 【実施中】

 【未実施】

我美町撫川・

会」に補助金

ている。 

礎情報を林地

いる。 

施中】 

タワーヤーダ

着式コンテナ

続使用。 

全体協議会が

稼働状況など

     

創出する 

、森林資源を

     

木屋地区（35

に変更とな

、事業実施に

   【20

地化） 【19

   【1,

美町別役 【

の他の事業は

】 

】 

・舞川・奥西

金を交付。里

地台帳として

ダについては

ナについて

が開催され、

ど協議を行

     

を活用した所

 平成 29 年

5ha）で事業

なり、本年度

に伴う地権者

0ha 実施中】

9ha 実施中】

,000ｍ実施中

【2.71ha、8

は関係機関と

西川 【未実

里山林の保全

て整備し、森

は、年度末 

ては導入済。

、木質バイオ

行った。 

     

所得の向上と

年 12 月末現

業を予定して

度は未実施。

者との交渉が

】 

】 

中】 

887m 実施中

との協議に

実施】 

全管理や竹林

森林情報の確

 

。 

オマスボイラ

     

と雇用の創

現在 

ていた

。 

が困難

中】 

により、

林の整

確認・

ラーの

     

数

森林境

 

【直近の

     

２．
 

（２）
 

 事業

 
 

①森林

●新た

●緊急

 

 

 

 

 

 

●森林

理解

 

●森林

 

●林地

る。

 

●水源

 

●森林

 

 

 

②森林

●導入

い。

組む

平成

   ①継続 

     

数値目標 

境界明確化面

の成果（アウ

      

２．課題

２）林業の振

業主体が香

森林の多面的な

たな箇所で、

急間伐総合支

林整備地域活

解と同意者を

林・山村多面

地台帳のシス

。 

源の森整備事

林整備推進事

森林の活用(木

入当初に比べ

。今後は、機

む。 

成 30 年度

①林業生産基

工事や清掃

     

 基

面積 

ウトカム等）】

 ※高知県等

題と今後

振興 

美森林組合

的な利活用の

、引き続き林

支援事業につ

活動支援事業

を増やしてい

面的機能発揮

ステム整備は

事業について

事業（高性能

木質バイオマ

べ原油価格も

機器の耐用年

度の新

基盤の充実を

掃事業、舗装

      

基準値（Ｈ2

188ha 

）】   森林

県等関係機関と

後の取

合となること

の促進 

林道道路側

ついては、引

業について

いく。 

揮対策事業

は完了。今後

ては概ね計

能林業機械導

マス利用促進

も下落した

年数の問題も

新たな取

を図るために

装工事を行う

     

26） 

 

森林境界明確化

との調整にお

取組 

とから、次年

側溝整備事業

引き続き地権

ては、来年度

業は、引き続

後、継続して

計画通り実施

導入）として

進) 

たことなどに

も発生するな

取組 

に、林道道路

う。 

      

実績値/

実績値 

目標値 

確化面積  

おいて、翌年度

年度以降に事

業を実施、林

権者に事業の

度事業実施予

続き、林野庁

して森林情報

施しており、

して、未実施

により、年間

るなど利用者

路側溝整備事

     

/目標値（Ｈ

  ０

１５０

H29 年 12 月

度以降の事業

事業実施でき

林業生産基盤

の説明を行い

予定。あわせ

庁の国庫補助

報の収集に努

、引き続き事

のタワーヤ

燃料費の大

者の意向と併

事業を活用

      

Ｈ29） 

０ ha 

０ ha 

月末  0 

業実施に変更

きるよう連携

盤の充実を図

行い、理解と同

せて、地権者

助金減額分を

努め、森林調

事業実施して

ヤーダは平成

大幅なコスト

併せて、近隣

用し、新たな

     

Ｈ31 年度

600ha

ha 

更となり、本年

携を図る。 

図る 

同意者を増や

者に事業の説

を県と補助し

調査や境界測

ていく。 

成 30 年 3 月に

トダウンには

隣市町村と連

な箇所（4 ヵ

 資料 2－

度末の目標 

a 以上（累）

年度は未実施

 

やしていく

説明を行い、

していく。 

測量に活用す

に導入予定

は至っていな

連携して取り

ヵ所）で復旧

－2 

 

） 

施。 

。 

、

 

す

。 

な

り

旧



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標１：

本的方向：

概要 

目的 

○生産
産業

○農業
業、

１．取
 

 Ｈ29 年 1

目標数値の

上を目指す
 

（３）水産

①漁港の改

●漁港施設

 改修整備

長寿命化

河川海岸
 

②漁業経営

●老朽化に

本年度は

水産機能
 

③漁場の保

●母藻の設

末実施の

●赤岡・吉
 

④観光漁業

●地引き網

っている

が、人員

 遊漁船に

事業の要
 

⑤水産加工

●販売先の

 

（４）農業

①地産地消

●学校給食

て、水産

●シラスの
 

②加工・流

●手結加工

●新規漁業

・ひと・しご

： 魅力あふ

： （１）足

産基盤充実や
業を目指しま
業・水産業に
、水産業にお

取組状況

12 月末の沿

の達成は困難

す。 

産業の振興

改修・整備等

設の老朽化に

備率は、12 月

化計画は 1 月

岸高潮対策事

営の基盤強化

に伴う各種漁

は 5箇所の整

能施設荷捌施

保全 

設置やウニ駆

のため、現段

吉川地区の掃

業の推進 

網漁業につい

る。市の観光の

員や漁業権の

については、

要望調査を実

工品流通販売

の拡大などに

業・水産業

消の推進 

食へのシイラ

産業の学習（

の学校給食へ

流通・販売な

工場の販売金

業就業者の確

ごと創生総合

ふれる産業

足腰を強め

や後継者育成
ます。 
における加工
おける加工・

状況（Ｈ

沿岸漁業総生

難だが、残り

興 

等の推進 

に伴い、計画

月末で 25.0％

月に策定済み

事業）は完了

化 

漁業用施設の

整備改修で充

施設防水工事

駆除など、手

段階では未実

掃海活動は例

いて、赤岡に

の中心を担っ

の問題もあり

、観光協会と

実施。 

売の推進 

により、4,06

業における加

ラ加工品の納

（野市小）を

への納入（明

などの体制を

金額は伸びて

確保について

総合戦略の進

業を振興し、

め「地力」を

成支援、観光

工、流通、販
・流通・販売

Ｈ29 年

生産量は 616

り 3 ヶ月でシ

画的に漁港の

％（目標数

みで、県営事

了済。その他

の改修、整備

充分となる。

事）は完成済

手結地区藻場

実施。 

例年年度末実

に１経営体あ

ってきた地

り、具体的な

と連携しＨＰ

69 万円と販

加工・流通

納入回数は 2

を延 3 回、釜

明確な除去の

を強化 

ているが、新

て、募集は行

進捗状況シー

し、安定した

を高める 

光産業との連

販売体制を強
売体制を強化

年度） 

6トン（目標

シラス漁は例

の保全・改修

数値 30.0％）

事業（赤岡漁

他の事業は順

備は 8箇所を

。そのうち、

済みで、残り

場保全活動を

実施のため、

あったが、後

地引き網の存

な取り組みは

Ｐのリニュ

販売金額は大

通・販売体制

20 回。（目標

釜揚げ体験・

の方法）につ

新たな雇用ま

行っているが

シート   

た雇用を創出

 

連携を推進し

強化するため
化、香南市ブ

      

標値の 51.3％

例年漁獲量が

修整備を行っ

）であり、予

漁港浮桟橋

順調に実施中

を本年度予定

、2箇所（吉

りの 3 箇所も

を順調に実施

、現段階では

後継者がいな

存続に向けた

はまだ見えて

ーアルや高

大きく目標（

体制の強化 

標 11 回）ま

・食育学習（

ついて調査を

までには至ら

が希望者はな

     

創出する 

し、資源回復

めに、水産加
ブランドの展

    平

％）と目標

が増えるので

っている。 

予定している

橋設計・赤岡

中で、年度

定していたが

吉川漁具倉庫

も年度内には

施。除去地区

は未実施。 

ないことから

た取り組みを

ていない。 

高知県による

（1,500 万円

 

また、地産地

（赤岡世代間

を実施中。 

らなかった。

なかった。 

     

復と経営力の強

加工品の付加価
展開や販路拡大

平成 29 年 1

標を大きく下

で、昨年度実

 

る事業のうち

岡漁港 3 号導

度内に全て完

が、関係機関

庫ﾊﾞｰﾄﾞﾋﾟﾝ等

は完成予定。

区の海藻類育

 

ら昨年度より

を関係機関と

 

る次年度に向

円）を達成。

地消の推進及

間交流）を

 

。 

 

     

強化により稼

価値向上を図
大を図ります

12 月末現在

下回っている

実績（693 ﾄ

ち、海岸保全

導流提保全工

完成予定。 

関と協議にお

等設置工事、

。 

育成被度は、

り休止の状況

と行う必要が

向けた遊漁船

。 

及び体験学習

1 回実施。

     

稼げる水

図り、農
す。 

在 

る。 

ﾄﾝ）以

全施設

工事・

おいて

、赤岡

、年度

況にな

がある

船観光

習とし

。 

     

数

沿岸漁

 

【直近の

２．
 

 沿

エン

課題
 

（３
①漁

●水

画

後

工

②漁

・年

ー

 漁

③漁

・2 月

質

・掃

施

④観

・本

⑤水

・平
 
 

（４
①地

・シ

育

・シ

②加

・来

・漁

Ｉ

平成

①

②

     

数値目標 

漁業総生産

の成果（アウ

２．課題

沿岸漁業の総

ンジンリース

題を抽出し、

３）水産業の
漁港の改修・

水産物供給基

画策定事業は

後の浚渫工事

工事を実施す

漁業経営の基

年度内に、活

ーン設置工事

漁業用施設の

漁場の保全 

月にモニタリ

質に適したも

掃海活動につ

施できるよう

観光漁業の推

本年度実施の

水産加工品流

平成 29 年度以

４）農業・水
地産地消の推

シイラ加工品

育授業、体験

シラスを給食

加工・流通・

来年度、手結

漁協の就業ア

Ｉターン）を

成 30 年

①海岸堤防の

②水産加工品

保冷車を購

     

 基

産量 

ウトカム等）】

題と今後

総生産量は好

ス事業や沖合

、市・漁協・

の振興 
・整備等の推

基盤機能保全

は 3 月完了予

事は測量結果

することと、

基盤強化 

活魚スペース

事および荷捌

の老朽化が進

リングを実

ものか検証し

ついては、3 月

う活動内容等

推進 

の要望調査を

流通販売の推

以降の手結加

水産業にお
推進 

品の学校給食

験学習の継続

食食材として

・販売などの

結加工場に自

アドバイザー

を地域支援課

年度の新

の地震津波対

品流通販売の

購入（手結加

      

基準値（Ｈ2

1,313 ﾄﾝ

）】   沿岸

今後の取

好漁、不漁の

合養殖振興事

・漁業者・加

推進 

全事業として

予定。両漁港

果により実施

、県管理の港

スのフェンス

捌施設排水施

進んでおり、

実施。引き続

していく。 

月に実施予

等を検討して

を分析し、遊

推進 

加工場の販

おける加工・

食への納入増

続及び強化を

て使用できる

の体制を強化

自動真空装置

ーと連携を図

課と連携し受

新たな

対策の検討の

の推進として

加工場）。 

     

6） 

ﾝ 

沿岸漁業総生産

取組 

の関係も大き

事業を有効的

加工業者との

て、住吉漁港

港の維持浚渫

施時期調整。

港湾、漁港、

スおよびグレ

施設修繕（赤

、引き続き、

続き、食害被

予定。今後も

ていく。 

遊漁船観光の

売金額目標

工・流通・販

増加に伴い収

を図る。 

るよう関係機

化 

置の設置と保

図り、漁業の

受入を図る。

な取組 

の基礎資料と

て地場水産加

      

実績値/目

実績値 

目標値 

生産量  H2

きく影響する

的に活用する

の連携強化を

港東防波堤保

渫事業として

。引き続き漁

、海岸事業へ

レーチング取

赤岡漁港）を

、機能保持の

被害のウニ・

も継続して事

の振興と交流

標を増額し、

販売体制の強

収益の増加に

機関との調整

保冷車を購入

の魅力や支援

。 

とするため、

加工品等推進

     

目標値（Ｈ2

 

1,200 ﾄ

29 年 12 月末

るものである

ることと、

を図り、協議

保全工事お

て、測量設計

漁港施設の

への施設整備

取替工事（手

を完成予定。

のための改修

・魚類駆除の

事業実施に取

流人口の拡大

、一層販売の

の強化 

につながっ

整を進める。

入し、加工品

援事業をＰＲ

、吉川漁港海

進事業を活

      

29） 

 

ﾄﾝ以上 

末  616 

るが、漁業者

、シラス漁の

議の場を設

および吉川漁

設計委託業務

の機能保持の

備の継続要

手結支所）、

。 

修、整備を

の継続実施と

取り組むこと

大を図るた

の推進を図る

っている。引

。 

品流通販売

Ｒしていく。

港海岸堤防耐震

活用し、自動

     

Ｈ31 年度

1,200 

ﾄﾝ 

者の所得向上

の所得向上を

ける 

漁港水域施設

務は 2 月完了

のため計画に

望を実施す

、荷捌施設ホ

継続的に実

と、母藻が現

とと、事業が

めの事業を

る。 

引き続き、普

の一層の推

。また、移住

耐震調査事業

動真空装置の

 資料 2－

度末の目標 

 ﾄﾝ以上 

上のために

を図るための

設機能保全計

了予定、その

に沿った保全

する。 

ホイストクレ

実施する。 

現場海域の水

が効果的に実

を企画する。

普及啓発と食

推進を図る。

住促進（Ｕ・

業を実施。 

の設置および

－3 

 

、

の

計

の

全

レ

水

実

。 

食

。 

・

び



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標１：

本的方向：

概要 

目的 

○商
店

○６
関

１．取
 

（１）商工
 

 製造品出
 

①企業誘致

●香南工業

ついては

 香南工業

②既存企業

●ルネサス

雇用確保

 （ルネサ

●香南市香

衛隊高知

 香南市も

企業訪問

●支援事業

 産業人材

 未来人材

せはあっ

●香南市緊

③魅力ある

●商工会商

④空き店舗

●H28 年度に

訪問して

●商工会商

⑤新規企業

●商工会と

 創業支援

 また、ワ

要な支援
 

（２）６次

①魅力ある

●昨年度、特

＆スイー

上は 11 月

だまだ至

・ひと・しご

： 魅力あふ

： （２）新

商工業の分野
店街づくりを
６次産業化に
関係機関と連

取組状況

工業の振興

出荷額は、平

致の促進 

業団地整備事

は現在 1社と

業団地への新

業の育成・支

ス社より高知

保および事業

サス社ﾌﾟﾛｼﾞｪ

香我美町立地

知駐屯地との

ものづくり会

問（3 社）を

業について、

材育成事業の

材奨学金支援

ったが申請は

緊急融資保証

る商業地・商

商業部会で「

舗の活用 

に空き店舗対

て事業説明を

商業部会で「

業の育成支援

と情報交換の

援利子補給金

ワンストップ

援機関やアド

次産業化に

る新商品の開

特産品を活

ーツカフェ｢m

月末で 13,12

至っていない

ごと創生総合

ふれる産業

新たな産業

野では、既存
を推進するな
による新産業
連携し、補助

状況（Ｈ

興 

平成 30 年 3

事業により整

と商談中。 

新規立地件数

支援 

知工場の閉鎖

業承継先の確

ｪｸﾄﾁｰﾑ 2 回

地企業交流会

の交流会およ

会において、

を実施。 

、市ＨＰへ掲

の申請が 1 件

援事業（目標

はなかった。

証料補給金事

商店街づくり

「香南市バル

対策事業費

を実施した。

「事業継承、空

援 

の場として懇

金事業として

プ窓口を設置

ドバイザーに

による新産業

開発 

活用した氷菓

mana mana｣」

26 千円と昨

い。 

総合戦略の進

業を振興し、

業づくりに挑

存企業への育成
など、ものづ
業の創出では
助事業の活用

Ｈ29 年

月頃公表と

整備された区

数は（株）泉

鎖時期を平成

確保について

回・ルネサス

会において懇

よび講演会を

、会員企業の

掲載、企業交

件。（目標 5

標 10 人）お

。 

事業において

り 

ル実行委員会

費補助金交付

。目標 2件に

、空き店舗対

懇談会を実施

て、申請目標

置（商工水産

につなぐ体制

業の創出 

菓や焼き菓子

」が開店。

昨年度実績（

進捗状況シー

し、安定した

挑戦する 

成支援、地場
づくりからの雇
は、生産者が付
用等を含めて支

年度） 

となるため、

区画の早期完

泉井鉄工所の

成 30 年 5 月

て協議を重ね

ス社東京本社

懇談会を実施

を開催。 

の現状と課題

交流会での説

件）（補助要

およびインタ

て、5月に 2

会」を設置し

付要綱を制定

に対し問い合

対策の調査研

施。（6/2） 

標 3 件に対し

産課と商工

制を整えた。

子類を製造販

。アイスオレ

（10,628 千円

シート   

た雇用を創出

 

場産業や観光
雇用拡大と地
付加価値を生
支援していき

      

、未確定。 

完売の取り組

の 1 件で、1

月末にすると

ねた。 

社 4回・ルネ

施（7/19 8

題の把握、ま

説明、県内 3

要綱を本年度

ターンシップ

2件、10 月に

し会議を開催

定し、市のホ

合わせは 3件

研究にかかる

 

し 2 件の相談

会）し、創

。（相談件数

販売する加工

レンジとかき

円）を上回っ

     

創出する 

光施設との連
地域の賑わい
生み、産業を
きます。 

     

組みを実施。

12 月 21 日に

と発表があり

ネサス高知工

8 企業 13 名

また今後の支

3大学や企業

度から一部改

プ支援事業（

に 2 件の利用

催。（9/21、

ホームページ

件あったが、

る委員会」を

談のみ。 

創業したい方

数：商工水産

工所兼店舗「

き氷セットの

っているが、

     

連携により、
いを創出しま
を活性できる

 平成 29 年

。残り１区画

に事業開始。

り、この間ル

工業雇用対策

名）し、要望

支援施策に

業を訪問し周

改正し対象

（目標 10 件

用実績がある

、11/15） 

ジへの掲載や

、活用には至

を設置し、委

方の創業準備

産課 0件、商

「フルーツア

の２商品の開

、目標の 51

     

、魅力ある商
ます。 
る仕組みづく

年 12 月末現

画（約 1.6h

。 

ルネサス従業

策連絡会議 1

望のあった陸

に反映させる

周知を図っ

象事業を拡大

件）は、問い

る。 

や市内金融機

至っていな

委員会を 3回

備段階に応じ

商工会 12 件

アイスバー専

開発を行った

1,022 千円に

     

商業地・商

くり、及び

現在 

ha）に

業員の

1回） 

陸上自

るべく、

った。 

大。） 

い合わ

機関を

ない。 

回開催。 

じて必

件） 

専門店

た。売

にはま

     

数

製造

 

【直近の

     

２．
 

（１）

 

①企業

●工業
 

②既存

●高知

●新た

 香南

●引き

事業

度拡

●補給
 

③魅力

●来年

とデ

 H30
 

④空き

●ＨＰ

●委員
 

⑤新規

●引き

 ＨＰ

て、

 

（２）

①魅力

●アド

平成

①市

魅

     

数値目標 

造品出荷額

の成果（アウ

      

．課題

１）商工業の

業誘致の促進

業団地の残り

存企業の育成

知県と連携し

たな立地企業

南市ものづく

き続き、支援

業周知を図る

拡充を図る。

給金は 2 月に

力ある商業地

年度より、商

データベース

0年 10 月上

き店舗の活用

Ｐへの掲載だ

員会で引き続

規企業の育成

き続き、商工

Ｐへの掲載だ

、来年度は金

２）６次産業

力ある新商品

ドバイザーの

成 30 年度

市街地活性化

魅力をアピー

     

 基

額 

ウトカム等）】

      

題と今後

の振興 

促進 

り１区画につ

育成・支援 

し、引き続き

業に交流会へ

くり会の懇談

援事業の広報

る。また、産

。インターン

にも交付予定

業地・商店街づ

商工会会員の

スでのガイド

上旬に街バル

活用 

だけでなく、

続き空き店舗

育成支援 

工会との懇談

だけでなく

金融機関等の

業化による新

商品の開発 

の導入による

度の新

化と飲食店

ールする。

      

基準値（Ｈ2

407 億円

）】   製造

    ※H2

後の取

ついて、県企

き情報収集を

への入会を勧

懇談会を、H3

報活動を積極

産業人材育成

ンシップ支援

定。今後も信

街づくり 

の店舗につい

ドブック作成

ルイベントを

、中小企業庁

舗対策を中心

談会を実施す

く、中小企業

等の支援協力

る新産業の創

る経営戦略を

新たな取

店を中心とし

。 

     

6） 

円 

製造品出荷額

29年度の実績値

取組 

企業立地課

を行い、従

勧めるとと

30 年 2 月上旬

極的に行う。

成事業につい

援事業は、

信用保証協

いて無料のＨ

成に取り組

を開催してい

庁の「施策

心に調査研

する。 

業庁の「施策

力団体との連

創出 

を見直しと

取組 

した PR・集客

      

実績値/目

実績値 

目標値 

額  平成 29

績値は、H29 工業

課と連携し早

従業員の雇用

ともに、懇談

上旬までに開

う。あわせて

いては、補助

、説明先を県

協会と連携し

ＨＰ作成と

組む。 

いく。 

策マップ」へ

研究を進める

策マップ」へ

連携を強化す

と、販路拡大

客支援を目的

     

目標値（Ｈ2

- 

500 億以

29 年 12 月末

業統計の公表金

早期完売を目

用確保および

談会の内容の

開催。企業訪

て中小企業庁

助対象事業

県内の工業高

し、中小企業

活用につい

への登録を行

る。 

への登録を行

するため、「香

大に向けた商

的とした街バ

      

29） 

 

億以上 

末   未確

金額となる。（

目指す。 

び事業継承継

の充実と参加

訪問は継続し

庁の「施策マ

業を見直し、

高校へも拡げ

業の経済的負

いて研修を行

行い、事業の

行い、事業の

「香南市金融

商品のＰＲや

街バルイベント

     

Ｈ31 年度

500 億

確定 億円 

（H30.3 月頃公

継確保に努め

加者数増加に

して実施する

マップ」に登

、利用しやす

げる。 

負担の軽減を

行う。あわせ

の周知を図る

の周知を図

融懇談会」を

や外商活動を

ントを開催し

 資料 2－

度末の目標 

億円以上 

 

公表） 

める。 

に努める。 

る。 

登録し、一層

すいように制

を図る。 

せて会員拡大

る。 

図る。あわせ

を実施する。

を強化する。

し、香南市の

－4 

 

 

層

制

大

せ

。 

。 

の



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標１：

本的方向：

概要 

目的 

○観

た

１．取
 

 観光施設

成には至ら
 

（３）観光
 

①観光・交

●物部川流

と３市の

河川敷）

2,700 人と

広く地域

 

②情報発信

●外国人観

年 2月に

 公衆無料

ミナル、

 

③地域に親

●まちある

 県内他観

 （太平洋

 市内のま

●ウォーキ

●サイクリ

 環境整備

（スタン

 サイクリ

 レンタサ

 サイクリ

 

④活性化に

●平成 29 年

載し 5,00

 （内訳：

・ひと・しご

： 魅力あふ

： （２）新

観光のまちの

た、安心して

取組状況

設入込客数は

らなかった。

光のまちの

交流の拠点の

流域フェスタ

の観光協会・

）の来場者（

と目標来客

域住民が交流

信手段の効果

観光客受入環

に設置予定。

料 Wi-Fi は昨

、天然色市場

親しむ観光の

るきガイドの

観光ガイド組

洋パノラマト

まちあるき案

キングコース

リングコース

備として、ブ

ンド・空気入

リングを中心

サイクルを 4

リング専門委

に向けたあら

年 10 月に作

00 部配布。

：ふるさと納

ごと創生総合

ふれる産業

新たな産業

の育成では、観

て楽しむため

状況（Ｈ

は、目標 120

。 

の育成 

の場づくりと

タ実行委員会

・商工会を中

（物部川河川

客数（5,000 人

流できた。 

果的な活用 

環境の整備（

。 

昨年度に 6 箇

場）で整備済

の促進 

の案内体制が

組織との連携

トロッコ、物

案内コースの

スは計画より

スは、計画１

ブルーライン

入整備）をア

心とした地域

4月～12 月の

委員会を開催

らゆる産業と

作成した香南

。カタログ販

納税 11,13

総合戦略の進

業を振興し、

業づくりに挑

、観光地や施設

めの整備を推進

Ｈ29 年

0 万人に対し

と市民参加 

会を「物部川

中心に、物部

川敷）は約

人）には至

 

（Wi-Fi、観

箇所（のい

済。 

が強化でき、

携も図り、ガ

物部川フェス

のマニュアル

り早く 5町各

１コースに対

ンの整備（県

アクトランド

域間交流を図

の間に 1,61

催。（1/30）

との連携強化

南市ギフトカ

販売額は目標

33 千円、地場

進捗状況シー

し、安定した

挑戦する。

設を訪れた人

進するととも

年度） 

して 107.7

 

川ＤＭＯ協議

部川フェスタ

1,000 人、

至らなかった

観光案内板）

いち駅、ヤ・

、現在 26 名

ガイド技術の

スタにガイド

ル作成を実施

各 2 コースの

対し新規 2 コ

県道龍河道公

ドと道の駅や

図るイベント

19 人に貸出

） 

化 

カタログ通年

標 20,000 千

場促進 1,

シート   

た雇用を創出

。 

人が地域交流

もに、地域の

      

万人の実績

議会」へ引き

タ 2017 を開

、サブ会場（

たが、ステー

）として、絵

・シィパーク

名の登録（案

のスキルアッ

ドとして参加

施し、ガイド

の設定が図れ

コース（物部

公園線：ｱｸﾄ

やすに整備。

トを開催。（

出。（目標 1,8

年号「まるご

千円に対し、

,455 千円） 

     

創出する 

流を楽しむ機

の情報発信力

     

績。集計は暦

き継ぎ、３市

開催（11/4）

（南国市商工

ージイベント

絵金蔵前トイ

ク、絵金蔵、

案内可能人数

ップも図れた

加・県観光ガ

ドスキルの底

れた。 

部川三叉・羽

ﾄﾗﾝﾄﾞ～動物

。 

（12/10･12/1

800 人、89.

ごと旨市」で

、12,588 千円

 

     

機会づくりや

力強化に取り

 平成 29 年

暦年であり、

市（南国市・

）した。メイ

工会館・三宝

トやうまいも

イレの使用方

、弁天座、サ

数 10 名程度）

た。 

ガイド連絡

底上げ、統

羽尾方面）を

物公園）とサ

17） 

.9％） 

では 42 事業

円。（4月～1

     

や受入体制の

り組みます。

年 12 月末現

、本年度は目

・香美市・香

イン会場（物

宝山・龍河洞

もの市を通し

方法説明版を

サイクリング

）がある。

絡協議会に登

統一化を図っ

を追加。 

サイクルオア

業所 191 品目

12 月） 

     

の充実、ま

。 

現在 

目標達

香南市）

物部川

洞）は

して、

を H30

グター

。 

登録） 

った。 

アシス

目を掲

     

数

観光施

 

【直近の

２．
 

 目標
 

 

（３）
 

①観光

●来年

クリ
 

②情報

●引き

Ｒを
 

③地域

●案内

とか

また

●来年

●年度

 来年

整備

 1 月

 サイ

転車

い、
 

④活性

●カタ

すい

増加

 にら

加）

平成

①

     

数値目標 

施設入込客

の成果（アウ

※対象施

．課題

標の観光客入

３）観光のま

光・交流の拠

年度以降の同

リスマス」な

報発信手段の

き続き、外国

を行う。また

域に親しむ観

内体制の目標

から、案内可

た、合わせて

年度は、香南

度内に、追加

年度は、サイ

備が行えるよ

月 28 日には

イクリング専

車での観光）

、提案を行う

性化に向けた

タログだけで

い環境と販路

加を図る。 

らプロジェク

）を図る。 

成 30 年

①大型クルー

品）作成に

     

 基

客数 

ウトカム等）】

施設･･･のいち

天然色

題と今後

入込数に達

まちの育成

の拠点の場づく

同イベントの

などの 3市合

段の効果的な活

国人観光客の

た、観光ＰＶ

む観光の促進

標を H31 年

可能人を目標

て登録人数も

南市 5町を巡

加した 2 コー

イクルオア

よう管理者

は世代間交流

専門委員会

）が推進でき

う。 

けたあらゆる産

でなくチラシ

路拡大に取り

 

クトの継続

 

年度の新

ーズ船などの

に取り組む。

      

基準値（Ｈ2

93 万人 

）】   観光

ち動物公園、

色市場、やす

後の取

達するよう、

成 

づくりと市民

の実施は未

合同イベント

な活用 

の受入環境の

Ｖの作成手

進 

年度に登録人

標数値（H3

も増やして

巡るウォー

ースを加えた

アシス（ｽﾀﾝﾄ

者と協議を行

流のイベント

会と連携しな

きる組織体

る産業との連

シなどの簡

り組む。また

続的な活動と

新たな

の外国人観光

。（観光誘客

     

6） 

 

観光施設入込客

、月見山こども

すらぎ市、あ

取組 

、引き続き情

民参加 

定だが、Ｄ

トの流れを踏

の整備を実

法を検討し

人数 37 人とし

1 年度 26 人

いく 

キングコー

た「サイク

ﾄﾞ・空気入整

行う。 

トを予定して

ながら、地域

制づくり、サ

連携強化 

易ペーパー

た、一層生産

と情報発信を

取組 

光客の受入体

客ツールの整

      

実績値/目

実績値 

目標値 

込客数（暦年

もの森、ﾔ･ｼｨ

あぐりのさと、

情報発信や各

ＤＭＯ協議会

踏襲しつつ、

実施するとと

し、H30 年度中

していたが

人）として修

ースの設定を

クリング周遊

整備）を市

ており、来年

域全体で盛り

サイクリン

ーを作成し、

生産者との連

を引き続き行

体制づくり

整備）（大型ｸ

     

目標値（Ｈ2

107.7 万

120.0 万

年） H29 年

ｨﾊﾟｰｸ、絵金蔵

、ｱｸﾄﾗﾝﾄﾞ、黒

各施設との連

会を中心とし

、協議会の目

ともに、ター

中に試作品

が、案内可能

修正し、26

を行う。 

遊マップ」を

内主要観光

年度以降も継

り上がる体制

ングターミナ

、利用者が香

連携を行い、

行い、商品の

として、外

型ｸﾙｰｽﾞ船の誘

      

29） 

万人 

万人 

年 12 月末  

蔵、香南市ｻｲ

黒潮温泉、土

連携を強化す

して「物部川

目的に沿った

ーゲットを定

品の作成に取

能人数の育成

人全員が案

を更新。 

光施設（動物

継続して開催

制づくりやサ

ナルのリノベ

香南市の地域

、カタログ登

のＰＲや新商

外国人観光客

誘客促進事業

     

Ｈ31 年度

120 万

  107.7 万

ｲｸﾘﾝｸﾞﾀｰﾐﾅﾙ（

土佐ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌ

する。 

川フェスタ」、

たイベントを

定めた観光紹

取り組む。 

成や人数増加

案内できるよ

物公園・月見

催する。 

サイクルツー

ベーション等

域資源（商品

登録事業所や

商品の開発（

客向けのＰＲ

業） 
 資料 2－

度末の目標 

万人以上 

万人 

（宿泊以外）、

ﾌﾞ 

」、「おさかな

を開催する

紹介と商品Ｐ

加が重要なこ

ようにする。

見山等）にも

ーリズム（自

等の協議を行

品）と接しや

や掲載品目の

（商品数の増

Ｒ動画（試作

－5 

 

）、

な

。 

Ｐ

こ

。

も

自

行

や

の

増

作



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標１：

本的方向：

概要 

目的 

○６次

○観光

○産業

１．取
 

（１）６次

①地産地商

●やすらぎ

を図り、
 

②地域内で

●西川集落

働学部の

会、週末
 

（２）観光

①資源の再

●新たな観

及び建物

るワーク

 また、運

 香南市三
 

②観光・交

●地域の特

数と観光
 

③観光旅行

●香南市観
 

④物部川流

●本年度の

 ミキハウ

 ○ｵﾌｨｼｬﾙ

 ○ｳｪﾙｶﾑｻ
 

 

 

（３）産業

①雇用支援

●香南市産

し事業の

介し、目

●香南市未

ったが、

・ひと・しご

： 魅力あふ

： （３）分

次産業化によ

光拠点形成と

業人材の育成

取組状況

次産業化に

商の拠点(直売

ぎ市、あぐり

、生産農家の

での創意工夫

落活動センタ

の学生との連

末レストラン

光拠点形成と

再発見(価値化

観光拠点の形

物所有者との

クショップを

運営事業候補

三宝山観光拠

交流の場づく

特色を活かし

光・交流が図

行会社(企画)

観光協会が高

流域３市での

の主要観光施

ウス子育て総

ﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ･･･の

ｻﾎﾟｰﾀｰ ･･･大

業人材の育

援、企業支援

産業人材育成

の拡大を図っ

目標 5 件に対

未来人材奨学

、利用実績（

ごと創生総合

ふれる産業

分野を超え

よる地産地商

とネットワー

成・確保では

状況（Ｈ

による地産地

直売所)の機能

りのさと、天

の所得向上に

夫によるコミ

ターにおける

連携により、

ンの可能性を

とネットワー

値化・付加価値

形成として、

の使用賃借契

を 6回開催。

補者の公募を

拠点化基本計

くり(地域住民

した祭りやイ

図れた。（4イ

)とのタイア

高知県客船モ

の観光振興 

施設入込数は

総研（株）によ

のいち動物公

大釜荘 

育成・確保（

援のための情

成事業の補助

った。ＨＰや

対し申請 1件

学金支援事業

（目標 10 人

総合戦略の進

業を振興し、

えた産業間の

商の徹底では

ーク構築では

は、ハローワ

Ｈ29 年

地商の徹底

能拡充 

天然色市場な

に取り組み、

ミュニティビ

る新たなコミ

、西川地区の

を探るテスト

ーク構築 

価値化) 

、三宝山の観

契約の締結（

。 

を行い、5 事

計画検討委員

住民参加) 

イベントを開

イベント：ど

アップによる

モニターツア

 

は 511,034 人

よる「ウェル

公園、創造広

（商工業分野

情報発信、情

助金交付要綱

や企業、県内

件（問い合わ

業は、ＨＰへ

人）には至っ

進捗状況シー

し、安定した

の連携を強

は、生産物の

は、地域資源

ワークや企業

年度） 

底 

などの直販所

、計画どおり

ビジネスの支

ミュニティビ

の資源を活用

トキッチンを

観光拠点化に

（無償：Ｈ2

事業者より応

員会を開催（

開催し、68,

どろめ祭り・

る複数観光ル

アーにプレゼ

人（4～11 月

ルカムファミ

広場「アクト

野と重複） 

情報入手の場

綱の一部を本

内 3大学への

わせ 4 件）の

への掲載や市

っていない。（

シート   

た雇用を創出

強化する 

の出荷価格の維

源の再発見を進

業など、さまざ

      

所での集客数

り（目標値 3

支援 

ビジネスの展

用した竹皿

を実施。 

に平成 27 年

29.4/1～Ｈ3

応募、全ての

（11/28） 

,000 人を集

・絵金祭り・

ルートの構築

ゼンで参加。

月）である。（

ミリーの観光

トランド」、道

 

場(拠点)の整

本年度改正（

の事業訪問、

の実績。 

市内対象業者

（問い合わせ

     

創出する 

維持、付加価

進めるととも

ざまな分野と

     

数は 270,612

300,000 人）

展開はできな

皿など竹細工

年度より取り

34.3/31）を

の事業者を運

集客。目標値

・みなこい

構築 

。 

。（目標値 63

光地ものべ

道の駅やす/ヤ

の整備 

（講師招聘に

、香南市香我

者、県内 3大

せ 2 件） 

     

価値化による

もに、各観光

との連携を強

 平成 29 年

2人。主力商

）集客は図れ

なかったが、

工の提案やた

り組み開始。

を行い、市職

運営事業候補

値（60,000 人

い港まつり・

30,000 人）

べがわ」エリア

ヤ・シィパー

による市内開

我美町立地企

大学を訪問し

物部川 DMO 協議

     

る生産物の出

光施設・交流

強化し、就労

年 12 月末現

商品の定着、

れている。

、高知大学地

たけのこ料理

。本年度より

職員、県職員

補者として選

人）を上回る

・冬の夏祭り

） 

アに認定（1

ーク 

開催研修を

企業交流会等

して事業説明

議会・ミキハウス総研

     

出荷価格の安

流拠点のネッ

労機会の拡大

現在 

、充実

。 

地域協

理検討

り土地

員によ

選定。 

る集客

り） 

10/27） 

を追加）

等で紹

明を行

研ロゴ 

     

※数値目

安定。食糧の

ットワーク化

大に努めると

２．
 

（１

①地

●やす

集客
 

②地

●昨年

 

（２

①資

●香南

また
 

②観

●祭り
 

③観

●H29

 観

ラ
 

④物

●年度

ター

Ｏ協

 地

 

（３

①雇

●香南

につ

●香南

平成

①拡充 

     

目標は、資料

の安定供給、

化を図り、観

とともに、県

２．課題

１）６次産業

地産地商の拠

やすらぎ市、

集客数増加及

地域内での創

昨年度開発し

２）観光拠点

資源の再発見

香南市三宝山

また、今後は

観光・交流の

祭りやイベン

観光旅行会社

29 年度以降の

観光旅行会社

ラバン等にも

物部川流域３

年度内に、観

ターツアーを

Ｏ協議会を中

地方創生推進

３）産業人材

雇用支援、企

香南市産業人

についても補

香南市未来人

成 30 年

①香南市産

ても補助

     

料 2-5 と同じ

、地場産品の

観光資源を点

県と連携し産

題と今後

業化による

拠点(直売所)

、あぐりのさ

及び売上増加

創意工夫によ

したみかんピ

点形成とネ

見(価値化・付

山観光拠点化

はゾーニング

の場づくり(地

ントの周知徹

社(企画)との

の目標値を「

社等にＰＲを

も参加し香南

３市での観光

観光動態位置

を実施予定。

中心とした具

進実施計画書

材の育成・

企業支援のた

人材育成事業

補助対象とす

人材奨学金支

年度の新

産業人材育成

助対象とする

      

同じのため省略

の生産の維持

点から面へと

産業振興等に

今後の取

る地産地商の

)の機能拡充

さと、天然色

加につなげる

よるコミュニ

ピューレを使

ネットワーク

・付加価値化

化基本計画検

グの調整や施

地域住民参加

徹底を行い、

のタイアップ

「地方創生

を行い、香南

南市の知名度

光振興 

置情報調査、

。また、イン

具体的な取り

書の目標に合

・確保 

ための情報発

業は、来年度

する。） 
支援制度は、

新たな

成事業につい

る。 

     

省略 

持・継続を図り

と一体化した情

につながる人材

取組 

商の徹底 

充 

色市場などで

る。 

ニティビジネ

使った商品開

ーク構築 

化) 

検討委員会を

施設計画検討

参加) 

、更に地域住

プによる複数

生推進交付金

南市での滞在

度アップを図

、ワークショ

ンバウンド向

り組みを実践

合わし、入込

発信、情報入

度も補助対象

、一層の広報

取組 

いて、補助対

      

ります。 

情報提供や、

材育成の実施

で地場産品を

ネスの支援 

開発と、新た

を開催（1/1

討のための諸

住民の参加及

数観光ルート

金実施計画書

在と観光素材

図る。 

ョップと家族

向けの施策の

践する。 

込数の上方修

入手の場(拠

象事業の拡大

報活動と対象

対象事業を拡

     

、観光協会な

施を支援して

を活かした加

 

たな商品開発

10、2/1）し

諸条件の整理

及び交流人口

トの構築 

書」記載の目

材への集客

族層向けマー

の検討や食べ

修正を行う。

拠点)の整備 

大を検討する

象事業者への

拡大し、公的

      

などの支援を

ていきます。

加工品の販売

発に取り組む

し、年度内に

理が必要。 

口拡大につな

目標値にあわ

客拡大を図る

マーケティン

食べログへの

。 

備 

る。（公的団

の周知を行う

公的団体以外

     

を促進します

。 

売や一層のＰ

む。 

に基本計画を

 

なげる。 

わして上方修

る。また、セ

ング調査、家

の観光情報掲

団体以外が実

う。 
外が実施する

 資料 2－

す。 

ＰＲを行い

を策定する。

修正。 

セールスキャ

家族向けモニ

掲載などＤＭ

実施する研修

る研修につい

－6 

、

。

ャ

ニ

Ｍ

修

い



香南

基本

基本

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標２：

本的方向：

概要 

目的 

○情

○若

○地

○県

１．取
 

（１）移住

①「香南市

●昨年度作

 移住のＨ
 

②若年層の

●出会いの

 ○ よりあ

 ○ YASU
 

③産官学連

（基本目標 4

●西川地区

て取り組

地域を元
 

夢部会 

支え合う

集う部会

 

④移住促進

●香南市ウ

望者向け

 なお、移

 また、同

棟に対し

 本年度新

●県外移住
  ○高知暮

  ○ふるさ

  ○高知ま

  ○高知暮

●地域おこ

害対策）

●高知県版

・ひと・しご

： 新しい人

： （１）移

情報発信や移

若者の出会い

地域内で経済

県と連携した

取組状況

住・定住促

市を知って、

作成した移住

ＨＰ「香南住

の交流・情報

の場の開催と

あい にこ家

道の駅クラ

連携、人材育

4 の集落活動セ

区集落活動セ

組みを進めて

元気にしてい

 

う部会 

会 

進 

ウエルカム移

けのお試し滞

移住者支援住

同事業を拡充

し 15 棟の登録

新規事業の、

住相談会等に
暮らしフェア

さと回帰フェ

まんなか移住

暮らしフェア

こし協力隊を

）に 1 名雇用

版 CCRC 構想(

ごと創生総合

人の流れを

移住のため

移住相談を推

いの機会や情

済の好循環を

た取り組みを

状況（Ｈ

促進のための

、好きになっ

住応援ガイド

住む～ず」の

報交換やイベ

として、「香南

家･･･出会い

ラブ･･･（株）

育成による暮

センター小さな

センターでは

ている。また

いる。西川ジ

たけのこを

週末レスト

西川地区の

ン会を実施

定期的に西

移住・定住促

滞在住宅を 1

住宅として予

充し、平成 2

録。その内

、空き家バン

に参加（4 回
ア Ｈ28.6/2

ェア Ｈ28.9

住相談会 Ｈ

ア Ｈ28.12/

を H29.4 月か

用。 

(H28.7 月)の

総合戦略の進

をつくる 

めのしくみづ

推進します。 

情報交換ができ

を生み出す取組

を推進し、また

Ｈ29 年

のしくみづ

ってもらう」

ドブック（香

のアクセス数

ベント開催 

南市恋い・め

い・結婚の窓

）ｵﾌﾟｼｮﾝと共

暮らしと産業

な拠点整備と同

は 3 つの部会

た、高知大学

ジャムの販路

を西川の新たな

トランの可能性

の住民に対し事

施（4月）あわ

西川に足を運ん

促進事業とし

1 件整備。（

予定していた

28 年 11 月か

内、9棟が売買

ンクへの登録

回）。移住相談
24.25（大阪・

9/10（東京）

Ｈ28.11/18（東

/17.18（大阪

から地域支援

の策定を受け

進捗状況シー

づくり 

 

きる場づくり

組みを推進し

た｢移住フェ

年度） 

づくり 

」魅力、多様

香南住む～ず

数は 33,727

 

めぐりあい応

窓口相談開設

共同で婚活

業が調和した

同記載） 

会（夢・支え

学地域協働学

路拡大として

な特産品にで

性を探るテス

事前アンケー

わせて苔玉つ

んでもらうよ

して、中山間

（利用料 15,0

た空き家は、

から市内全域

買、賃貸の

録を条件とし

談は 71 件。
・東京） 24

） 11 組 

東京） 8 組

阪・東京） 2

援課（西川集

け、県移住促

シート   

りや交流事業

します。 

ェア｣などを活

      

様な情報の発

ず）を各種移

7回と目標値

応援事業費補

設（Ｈ29.9 月

活イベント開

た自立地域へ

え合う・集う

学部の学生も

て、ふるさと

できないかと

ストキッチン

ートやワーク

つくり＆大学生

よう植樹祭を

間地域をモデ

000 円/月）

、事業費オー

域を対象とし

の契約済。農

した空き家改

。 
4組 

組 

28 組 

集落活動ｾﾝﾀ

促進課と情報

     

業を支援しま

活用して移住

     

の発信 

移住フェア等

値（4,000）

補助金」を活

月より毎週日

開催（11/19：

域への支援 

う）を組織し

も受け入れて

と納税返礼品

とたけのこ料理

ンを実施 

クショップを実

生とのワーク

を実施（8組参

デル地域（香

） 

ーバーで活

して空き家バ

農地付き空き

改修補助は

ﾀｰ）に 1 名

報共有など

     

ます。 

住の促進を図

 平成 29 年

等の説明会で

）を大きく達

活用し 2回

日曜日午後開

：男女 16 人）

し、それぞれ

て、新鮮なア

品の活用。 

理の試食会実

実施し、ニー

クショップな

参加） 

香我美町西川

活用不能とな

バンクの設置

き家の登録は

は 1件の実績

名、10 月から

ど連携を行う

     

図ります。 

年 11 月末現

で活用。 

達成。 

回のイベント

開設：36 人利

） 

れが活動計画

アイデアでさ

 

実施（5月） 

ーズにあったサ

などを実施 

川地区）に移

なる。 

置を行い、目

はなし。 

績。（目標 2件

ら農林課（鳥

う。 

     

現在 

ト開催。 

利用） 

画を立

さらに

 

サロ

移住希

目標 3

件） 

鳥獣被

     

数

社

県外か

 

【直近の

    

２．
 

（１）

①「香

●移住

 ホー

 移住
 

②若年

●結婚

を 1

 継続
 

③産官

●西川

り、

デア
 

夢

支

集

 

④移住

●外観

り起

●県外

 れん

●地域

に 1

●庁内

平成

①地

②移

③ウ

の

④空

⑤県

拡充 

拡充 

拡充 

     

数値目標 

社会増減 

からの移住

の成果（アウ

  （H29

２．課題

１）移住・定

「香南市を知っ

住応援ガイド

ームページ

住促進プロ

若年層の交流・

婚を望む独身

1月 14 日に

続して情報

産官学連携、人

川地区にとっ

、活動作業の

アで地域を元

夢部会 

支え合う部会

集う部会 

移住促進 

観からも空き

起こしを継続

外移住相談会

んけいこう

域おこし協力

1名雇用予定

内において

30 年度

地域おこし協

移住者への発

ウエルカム移

の助成を、モ

空き家改修事

県外の若者が

     

 基

住者 

ウトカム等）】

年 11 月末）

題と今後

定住促進の

知って、好き

ドブックを

アクセス数

モーション

流・情報交換

身男女に加え

に実施予定。

交換や、イ

、人材育成に

っても学生

の手助けにな

元気にしてい

みか

また

会 
更な

を利

西川

のも

き家バンク物

続し、来年度

会が 1月に開

ち（高知市

力隊を、H30

定。また、来

CCRC 構想の

度の新

協力隊を募集

発信方法を見

移住・定住促進

モデル地区か

事業費補助金

が一定期間滞

      

基準値（Ｈ2

社会減 

３組 

）】  社会

）   県外

後の取

のためのしく

きになっても

3月末まで

数の目標設定

ンビデオを 2

換やイベント

え、子どもの

。 

イベント開催

による暮らし

生の新鮮なア

なったりと地

いく。 

かんを使った

た、動画で西

なるコミュニ

利用した活動

川地区の紹介

ものを生かし

物件と分か

度以降の目

開催（JOIN

市）や近隣市

0年 1月に地

来年 4 月雇

の理解を深め

新たな取

集し、5年間

見直すために

進事業費補

から市内全域

金を見直し、

滞在し、香南

     

6） 

 

会増 79 人 

外からの移住

取組 

くみづくり

もらう」魅力

でに更新。 

定を上方修正

月下旬に完

ト開催 

の結婚を心配

催および支援

しと産業が調

アイデアや意

地域が活性

た商品の販路

西川をＰＲす

ニティ活性化

動を企画 

介冊子の制作

したアートづ

かるようマー

目標を上方修

N移住･交流＆

市（南国市、

地域支援課（

雇用の隊員を

めるため議論

取組 

間で延べ 10

に、市への転

補助金を見直

域に拡大する。

、空き家の改修

南市で働きな

      

実績値/目

実績値 

目標値 

実績値 

目標値 

  （転入：

住者  10 組

り 

力、多様な情

正するととも

完成。一般公

配する親や

援に取り組む

調和した自立

意見に刺激を

性化している

路拡大と新たな

するよう計画 

化を計るため、

作と遊休農地

づくりを企画・

ークを掲示す

修正する。 

＆地域おこ

、香美市）と

（移住相談）

を 6名募集中

論、勉強会を

0人採用する

転入･転出者に

直し。県外 U ﾀ

る。 

改修補助金を

ながら暮らしを

     

目標値（Ｈ2

   

社会増

 組

５組

：794 人、転

組（13 人）

情報の発信 

もに、内容の

公開を行う。

や応援者を対

む。 

立地域への支

を受けながら

る。引き続き

な商品開発に

 

、滞在型の交

地が増えている

・植樹祭を継

する。登録に

こしフェア）

と連携した広

）に 1 名、

中。 

を行う。 

る。 

に窓口アンケ

ﾀｰﾝ空き家バ

拡大する。 

を体験するこ

      

29） 

 人 

99 人 

組 

組 

転出：715 人

） ※県移住

 

の充実および

。 

対象とした、「

支援 

ら、各部会

き、学生と連

に取り組む。 

交流スペースを

る現状から週

継続実施 

については、

） 

広域的な取り

、H30 年 4 月か

ケートを実施

バンクへの登

こうなんﾜｰｷﾝ

     

Ｈ31 年度

社会

120 人

20 組

人） ※住民

住促進課および

び周知を図る

「香南市婚活

の事業計画

連携しながら

 

をつくる計画

週末農業の企

、件数の増加

り組みを継続

から農林課（

施。（H30.1 月か

録物件への

ﾝｸﾞﾎﾘﾃﾞｰ補助

 資料 2－

度末の目標 

会増 

人以上 

組以上 

民基本台帳 

び地域支援課

る。 

活セミナー」

画に活かした

ら新鮮なアイ

画や空き家

企画や地元

加に向けて掘

続する。 

課（6次産業）

から実施中） 

の引っ越し費用

補助金を新設。

－7 

 

課調 

」

た

イ

掘

）

用

。 



香南

基本

基本

  

概

目 

南市まち・ひ

本目標３：

本的方向：

     

概要 

目的 

○香

り

○家

を

子

１．取
 

（１）人生

①ライフス

●人生支援

ない施策

 人生支援

●人口減少

●高知家健

口でのパス

 香南市ギフ

●住居や引

20 件）。 
 

②若者の出

（基本目標２

●出会いの
 ○ よりあ

 ○ YASU 道
 

（２）子ど

①子育てを

●学校地域
 

②子育て施

●乳児家庭（

を大きく

である。（

●地域子育

目標（5,

●市ＨＰの

件）とな

●香南市フ

会員の登

 （Ｈ29.1

●子どもた

プロジェ

●不妊治療
 

③多様な保

●本年度か

 保育所で

を上回る

●放課後ク

・ひと・しご

： 若い世代

： （１）人

 （２）子

香南市人生支

りなど、市民

家庭・地域・

を活性化させ

子育てができ

取組状況

生をトータ

ステージに応

援計画策定委

策をＰＤＣＡ

援計画につい

少問題を考え

健康パスポー

スポート発行

フトカタログで

引越費など結

出会いの場づ

２の若年層の交

の場の開催と
あい にこ家･

道の駅クラブ

ども、子育

を支援する地

域支援本部設

施策の充実 

庭（生後 4ヶ月

く上回る数値

。（実家や入院

育て支援セン

,800 人）達成

の子育て情報

なっており、

ファミリーサ

登録が少ない

11 月末現在

たちの夢を募

ェクト」事業

療の助成とし

保育事業・放

から香南市立

での子ども一

る利用者数と

クラブの利用

ごと創生総合

代の結婚・

人生をトー

子ども、子

支援計画に基

民の人生をト

・学校の連携

せ、子育てを

きる環境を整

状況（Ｈ

タルでサポー

応じた切れ目

委員会を開催

Ａサイクルで

いての新事業

える部会を開

ートを利用した

行者数は本年

で使用できる

結婚に伴う新生

づくり 

交流・情報交換

として、「香南
･･･出会い・

ブ･･･（株）ｵﾌ

育て支援・環

地域の育成 

設置事業は積

 

月までの乳

値となるが、

院の関係で訪

ンターの利用

成は困難。

報サイト「香

、子育て情報

サポートセン

い。 

在：おねがい

募集し、のび

業で、昨年度

して、一般不

放課後児童ク

立の全幼稚園

一時預かりを

となっている

用は 381 人で

総合戦略の進

・出産・子育

ータルでサポ

子育て支援・

基づき、若者

トータルでサ

携・協働を進

を中心とした

整備します。

Ｈ29 年

ートする体

目のない支援

催し、幼年期

で評価し、次

業・拡充事業

開催（3回）

た、香南市の

年度は約 12

るクーポン券

生活を経済的

換やイベント開

南市恋い・め
・結婚の窓口相

ﾌﾟｼｮﾝと共同で

環境の充実

 

積極的に導入

乳児）への訪問

、また 11 月

訪問不可能な

用者増加を目

。 

香南キッズ（

報を毎月 1回

ンター事業の

い会員 26 人、

びのびと育つ

度選考された

不妊治療費助

クラブの拡充

園で「預かり

を継続して実

る。（香我美

で概ね計画ど

進捗状況シー

子育ての希望

ポートする

・環境の充

者の出会いの

サポートする

進めることで

た地域社会の

。 

年度） 

体制づくり 

援 

期から高齢期

次年度につな

業を 4件提案

） 

のポイント制度

200 人で県内

券を配布し、現

的に支援する

開催と同記述）

めぐりあい応
相談開設（Ｈ

で婚活イベン

実支援 

入を進めてお

問は順調に

月末現在では

な家庭もあ

目指し継続的

（子育て情報

回以上更新し

の会員数は 5

、まかせて会

つことを目的

た「科学の力

助成事業を実

充 

り保育事業」

実施。預かり

美おれんじ、

どおりに事業

シート   

望をかなえる

る体制づくり

充実支援 

の場づくりや

る行政の体制

で子どもから

のつながりの

      

 

期までのライ

なげている。

案実施。 

度「こうなん健

内１番である。

現在約 360 枚

る、結婚新生

） 

応援事業費補
Ｈ29.9 月より

ント開催（11

おり、設置数

に実施。訪問率

は未確定であ

あり 100％は困

的に事業に取

報サイト）」へ

し、目標に向

52 人で目標

会員 25 人、

的に夢の実現

力を体験」を

実施。問い合

」を実施。 

り数は延 736

、夜須、赤岡

業を実施。（

     

える 

り 

や子どもを安

制づくりを目

ら高齢者まで

の再生を促進

     

イフステージ

。 

健康チャレン

。（H28 年 9 月

枚を発行。 

生活支援事業

補助金」を活
り毎週日曜日午

1/19：男女 1

数（6校）も

率は、複数回

ある。全世帯

困難） 

取り組んだが

へのアクセス

向け順調に実

標数値（50 人

、両会員 1人

現に向けた支

を実施。（12

合わせは 12

 

6 人（目標 8

岡の各保育所

（目標 385 人

     

安心して生み

目指します。 

で様々な人が

進します。安

 平成 29 年

ジの各段階に

ンジポイント」の

月からは約

業を実施し、

活用し 2回
午後開設：36

16 人） 

も目標値どお

回訪問するこ

帯に対する訪

が、3,570 人

ス数は 2,74

実施。 

人）は達成し

人、活動回数

支援として「

2/16 参加者

2件、4件に

838 人）で、

所） 

人） 

     

み育てられる

 

が参加・交流

安心して結婚

年 11 月末現

に応じた切れ

の実施。市町

1,800 人）。 

、3 件の申請

回のイベント
6人利用） 

おり。 

こともあり、

訪問率は、9

人となってお

40 件（目標

しているが、

数 89 回） 

「香南っ子夢

者 110 人） 

に助成。 

、現時点では

     

る環境づく

流し、地域

婚・出産・

現在 

れ目の

町村窓

 

請（目標

ト開催。 

、100%

97.6％

おり、

4,000

、新規

夢実現

） 

は目標

     

数

婚

合計

 

【直近の

    

２．
 

（１

①ライ

●引き

 提案

●人口

●「健

●本年

必要

 平成

②若者

●結婚

を

 継続

 

（２

①子育

●校長

②子育

●引き

●地域

相談

●子育

と連

●新規

●来年

●本年

見込

に、

③多様

●一時

●概ね

平成

①

②拡充 

     

数値目標 

婚姻件数 

計特殊出生率

の成果（アウ

 （平成 2

２．課題

１）人生をト

ライフステー

き続き策定委

案された新

口減少問題を

健康パスポー

年度からの新

要。個別相談

成 30 年度か

者の出会い

婚を望む独身

1月 14 日に

続して情報

２）子ども、

子育てを支援

長会等で学校

子育て施策の

き続き、乳児

域子育て支援

談に加えて、

育て情報サイ

連携し内容の

規会員の登録

年度は、野市

年度からの新

込んでいる。

、妊娠適齢期

多様な保育事

時預かりのニ

ね計画通りに

成 30 年

①人生支援計

②保育園・幼稚

     

 基

率 

ウトカム等）】

29 年 11 月末

題と今後

トータルで

ージに応じた

委員会を開催

新事業の充実

を考える部会

ート」の周知

新制度であ

談も受けてい

からは、34 歳

いの場づくり

身男女に加え

に実施予定。

報交換や、イ

、子育て支

援する地域の

校の取り組み

の充実 

児家庭訪問は

援センターは

、病後時保育

イト「香南

の充実に努め

録が行われる

市東小学校の

新規事業のた

。妊娠を望

期や不妊症等

事業・放課後

ニーズは増加

に事業実施で

年度の新

計画の中で分

稚園（同時入

      

基準値（Ｈ2

１４４件

１.４４ 

）】   婚姻

末）   合計

後の取

でサポートす

た切れ目のな

開催し、人生

実と新たな事

部会と人生支

周知を行い、

あり、婚姻届

ているが、補

歳以下の夫

り 

加え、子どもの

。 

イベント開催

支援・環境の

の育成 

組みを紹介し

問はできるだ

ーは、Ｈ31 年

育や子ども

南キッズ」の

努める。 

れるよう、ニ

校の「1日市長

のため、申請

望む方がスム

症等に関する

後児童クラブ

増加しており

施できており

新たな取

分野別部会（幼

入所）の第２子

     

6） 

件 

 

婚姻件数（人口

合計特殊出生率

取組 

する体制づ

ない支援 

生支援計画の

事業の提案を

支援計画推進

、あわせて市

届提出時や後

補助対象の要

夫婦に限定さ

の結婚を心配

催および支援

の充実支援

し、計画どお

だけ生後 1 ヶ

年度に総合子

発達相談な

の周知を今ま

ニーズを把握

長になってみ

請人数の検討

ムーズに助成

る正しい知識

ブの拡充 

り、今後も受

り、今後も受

取組 

（幼年就学期

子保育料を半

      

実績値/目

実績値 

目標値 

実績値 

目標値 

人口動態調査

生率（住民基

づくり 

の重点施策等

を行う。 

進分野別部会

市民の健康意

後日郵送での

要件や対象経

されることか

配する親や

援に取り組む

援 

おり導入校を

ヶ月まで、遅

子育て支援セ

などサービス

まで以上によ

握するため利

てみたい」を

討（本年度 5

成制度を利用

識の普及啓発

受入体制を整

受入体制を整

期・成年熟年期

半額から無料

     

目標値（Ｈ2

   

１５０

 

１.５

査）     

基本台帳） 

等の進捗状況

会による新た

意識の向上と

の案内を行な

経費に該当し

から目標設定

や応援者を対

む。 

を増やす。 

遅くても生後

センターとし

スの充実が図

より多くの場

利用者の分析

を採用。 

50 件）がつ

用できるよう

発を行う。 

整えていく。

整えていく。

期・高齢期）を

料とする。 

      

29） 

 件 

０件 

 

５４ 

      

  出生率（

況を管理する

たな事業提案

と健康行動の

なっているが

しないことが

定の見直しも

対象とした、「

 

後 4ヶ月まで

して開設予定

図れる事業内

場面で行う。

析を行い、対

つかなかった

う、引き続き

 

。 

。 

を新たに立ち

     

Ｈ31 年度

１５

１.

  －件 ※

（ - ） ※

る。 

案を行う。 

の促進を図る

が、更なる

が多い。 

も必要。 

「香南市婚活

でに実施を行

定。これま

内容や施設整

。また、関

対策を検討す

たが、来年度

き広報してい

ち上げる。 

 資料 2－

度末の目標 

５４件 

.６０ 

※年度末集計 

※年度末集計

 

る。 

る周知徹底が

活セミナー」

行う。 

までの子育て

整備を行う。

関連する部署

する。 

度は 30 件を

ていくととも

－8 

 

 

計 

が

」

て

。 

署

を

も



香南

基本

基本

  

概

目

 

 

南市まち・ひ

本目標４：

本的方向：

     

概要 

目的 

○地

 

○診

も

害

１．取
 

 自治会が

 自主防災

 両方とも
 

（１）協働

①住民との

●4 月 13 日

 地区懇談

 

②地域活動

●香南市地

 自治会等

て開催。

トを参加

 

（２）災害

①耐震化の

●市広報や

 新聞広報

●備蓄につ

 また、備

 

②自主防災

●自主防の

を通知し

 

③災害時に

●避難行動

関する同

である。

 

④消防・防

●県下一斉

 参加者は

 また、高

・ひと・しご

： 時代に合

： （１）協

 （２）災

地域コミュニ

診断士を派遣

もに、各地域

害時の地域の

取組状況

が新たに 3 組

災組織につい

も、新たな組

働のまちづ

の情報交換 

日から 5月 1

談会カルテ更

動の支援体制

地域活性化総

等の役員を対

。講演会（6/

加者みんなで

害に強いま

の促進、災害

や自主防災組

報やテレビＣ

ついて食料、

備蓄倉庫につ

災組織の設立

の活性化につ

している。研

における地域

動要支援者名

同意書の取得

。 

防災対策の強

斉の避難訓練

は目標人数 6

高知県シェイ

ごと創生総合

合った地域

協働のまち

災害に強い

ニティの維持

遣し診断、耐

域の防災体制

の支え合い体

状況（Ｈ

組織設立し、

いては、本年

組織の立ち上

づくり推進 

 

19 日にかけ

更新済。カル

制強化 

総合補助金事

対象にした「

/16）とトー

で語り合うこ

まちづくり 

害時備蓄品整

組織研修会な

ＣＭなども使

、水の本年度

ついては野市

立・活性化 

ついて、県主

研修会には 3

域の支え合い

名簿を作成し

得に努めたが

強化 

練に合わせ市

6,700 人に対

イクアウト訓

総合戦略の進

域をつくり、

ちづくり推進

いまちづくり

持や活性化を

耐震化のため

制づくりのリ

体制の強化を

Ｈ29 年

、合計 86 組

年度 2組織が

上げはできた

 

けて、市内 18

ルテ設置 14

事業を順調に

「香南市まち

ークカフェ（

ことができた

 

整備の充実 

などで制度の

使い広く周知

度分の発注は

市町への整備

 

主催のリーダ

3 組織しか参

いづくり 

し、避難支援

が、回収率が

市の総合防災

対し 3,996 人

訓練に合わせ

進捗状況シー

り、地域の連

進 

り 

を促進する、

めの工事費に

リーダー育成

を図ります。

年度） 

組織となった

が新たに設立

たが、目標数

8カ所で地区

ヶ所（香我美

に実施。 

ちづくりセミ

（7/1）を企

た。（参加者

 

の PR を実施

知を図ってい

は完了（目標

備を本年度完

ダー育成研修

参加できてな

援プラン（個

が伸びなかっ

災訓練を野市

人と例年以上

せ、市内一斉

シート   

連携により安

、地域の仕組

に対する補助

成の研修など

。 

      

た。協議会は

立し、101 組

数値には至っ

区懇談会を開

美 6ヶ所、夜

ミナー2017」

企画し、地域

者：講演会 1

施し、89 件の

いる。 

標 72.0％）。

完成予定。 

修、防災士研

なく、目標達

個別計画）作

った。個別計

市小学校グラ

上に少なかっ

斉のシェイク

     

り安心なくら

組みづくりを

助金など、個

ど、地域の自

     

は 10 組織の現

組織となった

っていない。

開催。のべ

夜須、赤岡、

」を高知大学

域のつくり方

145 人・トー

の耐震診断を

。年度末には

 

研修、シンポ

達成（41 組

作成対象者（

計画の作成は

ラウンドにお

った。 

クアウト訓練

     

らしをまも

を支援していき

個人住宅の耐

自主防災組織

 平成 29 年

現状維持。

た。 

。 

べ 909 人の参

、吉川各 1ヶ所

学地域連携協

方や思いを伝

ークカフェ 8

を実施。（目

は 73.2％の備

ポジウム等へ

組織）には至

（853 名）か

は 1件で前年

おいて実施（

練を実施。

     

もる 

きます。 

耐震化を促進

織づくりへの

年 11 月末現

。 

参加。 

所、野市 5ヶ

協働学部と連

伝えるキーポ

83 人） 

目標件数 120

備蓄率とな

への各種参加

至っていない

からの情報提

年度とあわせ

（11/5）。 

。 

     

進するとと

の支援、災

現在 

ヶ所） 

連携し

ポイン

0件） 

なる。 

加案内

い。 

提供に

せ 2件

 

     

数

自治

自主防

 

【直近の

    

２．
 

 目標

会など
 

（１）

①住民

●地区

公民

 また
 

②地域

●引き

等の
 

（２）

①耐震

●住宅

し、

化の

●引き
 

②自主

●Ｈ3

事業
 

③災害

●引き

及び
 

④消防

●一層

 津波

防災

平成

①

②

③

拡充 

拡充 

     

数値目標 

治会結成率

防災組織結成

の成果（アウ

   （H2

．課題

標値を目指し

どを通じ、設

１）協働のま

民との情報交

区懇談会での

民館等に質問

た、住民の参

域活動の支援

き続き、香南

の役員会に行

２）災害に強

震化の促進、

宅所有者の負

、耐震化を進

の重要性を周

き続き、備蓄

主防災組織の

30 年度より

業も活用しな

害時における

き続き人員体

び民生委員自

防・防災対策

層住民に対し

波浸水区域に

災組織の倉庫

成 30 年度

①日程の決ま

懇談会の開

②津波浸水区

③自主防災組

     

 基

率 

協

自

成率 

ウトカム等）】

29 年 11 月末

題と今後

して自治会

設立に向け

まちづくり推

報交換 

の意見や要望

問内容・当日

参加者数が

支援体制強化

南市地域活性

行政職員も参

強いまちづく

進、災害時備蓄

負担軽減のた

進めている。

周知していく

蓄倉庫の整備

織の設立・活性

り連携中枢都

ながら、高知

ける地域の支え

体制を整え、

自動委員の協

対策の強化 

し、訓練の重

においては

庫等資機材

度の新

まった地区別

開催方法を見

区域において

組織への再整

      

基準値（Ｈ2

協議会 ４７

自治会 ６１

８９％ 

）】   協議

末）  自主

後の取

会や協議会、

けた話し合い

り推進 

望、提案は、

日回答・後

が減少傾向に

化 

性化総合補助

参加し、活

づくり 

備蓄品整備の

ため木造住

。制度の周知

く。 

備及び備蓄

活性化 

都市圏の連携

知市と連携

支え合いづく

、残りの同意

協力を得な

重要性や防

は、安全かつ

材の整備充実

新たな取

別懇談会に市

見直し、市政

て避難誘導標

整備に係る資

     

6） 

７％ 

１％ 

 

協議会 10/全

主防災組織 

取組 

、自主防災組

いを担当課お

、内容を確認

日対応など

にあるため、

助金事業の

性化の助言

の充実 

宅耐震設計

知を行うとと

品目、数量

携事業として

し、防災研

くり 

意の確認と個

がら取り組

災意識の高

つ迅速な避難

実を図るため

取組 

市民が参加す

政への関心を

標識を整備す

資機材整備補

      

実績値/目

実績値 

目標値 

実績値 

目標値 

実績値 

目標値 

全 19 組織（

織 13,521（

組織設立の取

および地区担

認のうえ要

どを記載した

、平成 30 年度

の活用を周知

言等を行う。

計補助金を本

ともに、耐

量の拡充を行

て「防災リー

研修への参加

と個別計画の

組む。 

高揚を図る。

難を可能にす

め、再整備に

するのではな

を高めていく

する。 

補助金を拡充

     

目標値（Ｈ2

  

６８

  

９５

  

９４

（53％）・自治

（自主防加入

取り組みを進

担当職員と一

要点をまとめ

たものを設置

度から開催

知し、自治会

。 

本年度より 1

震診断後の

行う。 

ーダー育成事

加機会を増や

の作成に地域

。 

するため避難

に係る補助金

なく、地域の

く。（従来の

充し、避難場

      

29） 

％ 

８％ 

％ 

５％ 

％ 

４％ 

治会  86/

入世帯）/14,

進める。未設

一緒に行う。

め、地区懇談

置している。

催方法の見直

会活動の支援

10 万円上乗

の改修工事ま

成事業」がス

やし啓発して

域の自主防災

難誘導標識を

金を拡充する

の希望日に

の市主催も各

場所の倉庫等

     

Ｈ31 年度

１０

１０

１０

/全 96 組織（

,693（全世帯

設立地域では

。 

談会カルテと

。 

直しを行う。

援を行う。ま

乗せ（合計 30

まで進むよう

スタートする

ていく。 

災組織や協議

を整備する。

る。 

懇談を行う

各町 1 カ所開

等資機材の充

 資料 2－

度末の目標 

００％ 

００％ 

００％ 

（90％） 

世帯）（92％）

は、住民説明

として主要な

。 

また、自治会

305,000 円）

う、住宅耐震

るので、その

議会、自治会

。また、自主

うよう地区別

開催） 

充実を図る。

－9 
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明

な

会

）

震

の

会

主

別
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香南

基本

基本

  

概

目 

 

南市まち・ひ

本目標４：

本的方向：

     

概要 

目的 

○地

○香

１．取
 

（３）交流

①集落活動
（基本目標 2

●西川地区

て取り組

地域を元
 

夢部会 

支え合う

集う部会

 

●新たな集

 設立後の
 「岸本地区

 「山南地区

 

②地域団体

●地域活動
 

③歴史・食

●香南市観

構築業務

県市共同

 ・絵金蔵

 ・ｱｸﾄﾗﾝﾄ

●観光施設

光施設の
 

（４）大学

①大学との

●平成 27 年

の活動を

る。学生の

作成、冬

●平成 29 年

 自治会等

て開催。

トを参加

・ひと・しご

： 時代に合

： （１）交

 （２）大

地域と協働し

香南市の中山

取組状況

流人口拡大

動センター（
2 の産官学連携

区集落活動セ

組みを進めて

元気にしてい

 

う部会 

会 

集落活動セン

の運営に関わ
区」･･･各自治

度の設

区」･･･まちづ

施する

体の活動促進

動団体の育成

食・体験等に

観光クラスタ

務に取り組む

同のもと地域

蔵入館数（目

ﾄﾞ入園数（目

設連絡会を開

の視察、見学

学との連携

の連携 

年度から高知

を通じた学び

の企画提案

冬のキャンド

年度高知大学

等の役員を対

。講演会（6/

加者みんなで

ごと創生総合

合った地域

交流人口拡

大学との連

し、活動拠点

山間地域の再

状況（Ｈ

大 

（小さな拠点
携、人材育成に

センターでは

ている。また

いる。西川ジ

西川地区の資

こを西川の新

週末レストラ

西川地区の住

月）あわせて

定期的に西川

ンター設立に

わる組織の立
治会（6ヶ所

設立に向け協

づくり協議会

るまで導いた。

進、支援充実

成に向けた取

による交流人

ター協議会を

む（業務契約

域会場メイン

目標：博覧会開

目標：博覧会

開催（3回）

学を行い施設

携 

知大学地域協

びの場の提供

案では、週末レ

ドル茶会、健

学出前公開講

対象にした「

/16）とトー

で語り合うこ

総合戦略の進

域をつくり、

拡大 

連携 

点としての集

再生と持続可

Ｈ29 年

点整備） 
による暮らしと

は 3 つの部会

た、高知大学

ジャムの販路

資源を活用した

新たな特産品に

ランの可能性を

住民に対し事前

て苔玉つくり＆

川に足を運んで

に向け 2地区

立ち上げを支
所）に出向き「

協議中。 

会の役員会に

。 

実 

取り組みを行

人口の拡大 

を昨年度立ち

約終了）。また

ンの PDCA シー

開催期間中

会開催期間中

）し、維新博

設間の情報共

協働学部と連

供を行ってお

末レストラン

健康秘訣教室

講座を 9月よ

「香南市まち

ークカフェ（

ことができた

進捗状況シー

り、地域の連

集落活動セン

可能な地域の

年度） 

と産業が調和し

会（夢・支え

学地域協働学

路拡大として

た竹のディスプ

にできないかと

を探るテストキ

前ｱﾝｹｰﾄやワー

＆大学生とのワ

でもらうよう植

区と協議中。

支援。 
「集活ｾﾝﾀｰ」

に出向き「集活

行っているが

 

ち上げ、本年

た、市営バス

ートを作成

12,000 人、

中 130,000 人

博のリアル化

共有を図った

連携し､上記

おり、11 月ま

ンの可能性を

室、西川冬祭

より全 5回

ちづくりセミ

（7/1）を企

た。（参加者

シート   

連携により安

ンターの運営

の構築に向け

      

した自立地域へ

え合う・集う

学部の学生も

て、ふるさと

プレイを製作し

とたけのこ料理

キッチンを実施

ークショップを

ワークショップ

植樹祭を実施（

。（本年度未

」の説明を実

活ｾﾝﾀｰ」の説

が、今年度の

年度は維新博

スの新路線開

成。 

、3/4～11 月

人、3/4～11 月

化・クラスタ

た。 

記①に記載の

までに、延

を探るための

祭り、防災フ

回で開催し、

ミナー2017」

企画し、地域

者：講演会 14

     

り安心なくら

営体制や組織

けて、地域の

     

への支援と同記

う）を組織し

も受け入れて

と納税返礼品

し、西川ジャム

理の試食会実施

施 

を実施し、ニー

プなどを実施 

（8組参加） 

未設立） 

実施。立ち上げ

説明を実施。

の補助金の交

博補助金を活

開拓により観

11,064 人）

月 59,019 人

ター化につい

のとおり、西

延 252 人の学

のテストキッ

フェスタなど

、述べ 130 名

」を高知大学

域のつくり方

45 人・トー

     

らしをまも

織の強化を図り

の活性化と振興

 平成 29 年

記載） 

し、それぞれ

て、新鮮なア

品の活用。 

ムの付加価値を

施（5月） 

ーズにあったサ

 

 

げに向け準備

。地域で集活に

交付団体はな

活用し絵金蔵

観光客の周

） 

人） 

いて協議。連

西川地区集落

学生が参加し

ッチンや西川

どを開催。 

名の受講生が

学地域連携協

方や思いを伝

ークカフェ 8

参考：ｱ

12,614

     

もる 

ります。また

興に寄与する

年 11 月末現

れが活動計画

アイデアでさ

 

を行った。たけ

サロン会を実施

備会に参加し

に向けたｱﾝｹｰ

なし。 

蔵映像システ

周遊促進を図

連絡会の中で

落活動センタ

し活動を行っ

川パンフレッ

 

が参加した。

協働学部と連

伝えるキーポ

83 人） 

ｱｸﾄﾗﾝﾄﾞ有料入館

4 人（対前年比 12

     

た、歴史・食

る事業推進の

現在 

画を立

さらに

けの

施（4

H31 年

ｰﾄを実

テムの

図った。

で、観

ターで

ってい

ットの

。 

連携し

ポイン

館者数 

23％） 

     

※数値目標

食・体験など

のため大学と

２．
 

（３）

①集落

●西川

り、

デア
 

夢

支

集

 

●平成

 

②地域

●引き

 

③歴史

●作成

着さ

●施設

つい

の周

 

（４）

①大学

●西川

向け

●高知

平成

    ①西

     

目標は、資料

どの地域資源

と連携し、多

．課題

３）交流人口

落活動センタ

川地区にとっ

、活動作業の

アで地域を元

夢部会 

支え合う部会

集う部会 

成 31 年度の

域団体の活動

き続き交流人

史・食・体験

成した PDCA

させる。 

設間の連携を

いて協議を行

周遊アンケー

４）大学との

学との連携 

川地区集落活

けたアイデア

知大学出前公

成 30 年

西川地区の

     

料 2-9 と同じ

源活用など、

多様な分野で

題と今後

口拡大 

ンター(小さな

っても学生の

の手助けにな

元気にしてい

みか

また

会 
更な

た活

西川

かし

の設立に向け

活動促進、支援

人口の拡大に

体験等による交

A シートを活

を確立し、引

行う。また、

ートを活用し

の連携 

 

活動センター

ア（企画提案

公開講座・ま

年度の新

の PR パンフレ

      

じのため省略

、交流人口の

で事業に取り

後の取

な拠点整備)

生の新鮮なア

なったりと地

いく。 

かんを使った商

た、動画で西川

なるコミュニテ

活動を企画 

川地区の紹介冊

したアートづく

けて地元と協

支援充実 

に寄与する活

る交流人口の

活用し、現状

引き続き志国

、維新博終了

し、観光客の

ーでの継続し

案）を実現に

まちづくりセ

新たな取

レットを作成し

     

略 

の拡大のため

り組みます。

取組 

) 

アイデアや意

地域が活性化

商品の販路拡大

川をＰＲするよ

ティ活性化を計

冊子の制作と遊

くりを企画・植

協議を行い、

活動団体の

の拡大 

状の把握・課

国高知幕末維

了後もチーム

の実態、需

した取り組

に向けて取

セミナー、

取組 

し、交流人口

      

めの拠点づく

。 

意見に刺激を

化している

大と新たな商品

よう計画 

計るため、滞在

遊休農地が増え

植樹祭を継続実

、継続して説

の掘り起こし

課題をブラッ

維新博事業お

ム香南市とし

需要を把握し

組みを行う。

取り組む。 

、ともに継続

口を増やす。

     

りや強化を進

を受けながら

る。引き続き

品開発に取り組

在型の交流スペ

えている現状か

実施 

説明会や関係

しや、事業の

ッシュアップ

および外国船

しての連携

したうえで周

また、引き続

続して実施す

（A4 見開き

      

進めます。 

ら、各部会の

き、学生と連

組む。 

ペースをつくる

から週末農業の

係団体の育成

の啓発等を行

プし、維新

船観光客受

携を強化する

周遊促進を行

続き学生か

する。 

12P・約 200

    資

 

の事業計画

携しながら

る計画や空き家

の企画や地元の

成に努める

行う。 

新博終了後も

受け入れ体制

る。作成した

行う。 

からの地域の

00 部） 

資料 2－

画に活かした

ら新鮮なアイ

家を利用し

のものを生

る。 

も観光客を定

制づくり等に

た観光客向け

の課題解決に

－10 

た

イ

定

に

け

に


